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那須烏山
ジオパーク
那須烏山
ジオパーク
那須烏山
ジオパーク
～里山と里川をめぐるジオのものがたり～

め
ざせ

！

め
ざせ

！

め
ざせ

！

■ジオパークとは？
　ジオ（地球）に関わるさまざまな自然遺産、たとえば、地
層・岩石・地形・火山・断層などを含む自然豊かな「公園」の
ことです。山や川をよく見て、その成り立ちに気付くこと
に始まり、生態系や人々の暮らしとのかかわりまでをつ
なげて考える場所です。足元の岩石から頭上の宇宙まで、
数十億年の過去から未来まで、海や山の大自然からそこ
に暮らす生き物と人々までを一つにして考える。つまり
地球を丸ごと考える場所、それがジオパークです。
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本
市
に
は
、約
1
5
0
0
万
年
前
か
ら
約

9
0
0
万
年
前
に
か
け
て
の
新
第
三
紀
の
海

進
海
退
期
の
地
層
が
崖
と
な
っ
て
直
接
地
表

に
現
れ
て
い
る
箇
所
が
各
地
で
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

海
生
産
の
貝
や
ウ
ニ
、魚
の
う
ろ
こ
な
ど

の
化
石
も
身
近
な
場
所
で
見
ら
れ
、1
9
7

8
年（
昭
和　

年
）に
は
、大
金
バ
イ
パ
ス
の
橋

53

　

み
な
さ
ん
は
、那
須
烏
山
市
で
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
事
業
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

　

市
で
は
、6
月　

日
昭
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
準
会
員
に
加

16

入
し
ま
し
た
。平
成　

年
度
に
は
正
会
員
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

29

　

今
月
号
で
は
、平
成　

年
3
月
に
策
定
し
た「
那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構

28

想
」を
基
に
、そ
も
そ
も「
ジ
オ
パ
ー
ク
」っ
て
…
？
と
い
う
疑
問
か
ら
、那
須

烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
、今
後
目
指
す
べ
き
ジ
オ
パ
ー
ク
の
あ
り
方

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
地
の
成
り
立
ち
と

人
と
自
然
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に

図：那須烏山市周辺の地層

桁
工
事
で
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
仲
間
の
オ
オ
ガ
ネ

ク
ジ
ラ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。河
川
に
は
、

段
丘
地
形
や
蛇
行
地
形
な
ど
の
川（
水
）が
つ

く
っ
た
地
形
が
よ
く
残
っ
て
お
り
、地
学
的

な
学
習
の
場
と
し
て
最
適
な
地
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
地
域
は
傾
斜
が
急
で
険
し
い

山
岳
地
が
な
く
、丘
陵
地
で
生
活
し
や
す
い

環
境
で
あ
る
た
め
、古
く
か
ら
人
々
が
生
活

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、里
山
と
里
川
の
自
然
環
境
を
背

景
と
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作
り
、水
が
つ

く
っ
て
き
た
大
地
の
変
遷
の
歴
史
を
感
じ
と

り
、自
然
と
人
々
の
関
わ
り
を
学
べ
る
場
と

し
て「
那
珂
川
流
域
を
散
策
し
つ
つ
、大
地
の

成
り
立
ち
、そ
し
て
人
と
自
然
の
関
わ
り
を

学
ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
見
ど
こ
ろ

は
、「
中
生
代
か
ら
現
在
ま
で
の
地
層
」、「
海

の
時
代
の
地
層
」、「
川
や
水
が
作
っ
た
現
在

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の

4
つ
の
見
ど
こ
ろ

の
地
形
」、そ
し
て
、「
人
と
自
然
の
関
わ
り
が

分
か
る
遺
跡
や
産
業
」の
4
つ
で
す
。

　

こ
の
地
域
の
大
地
に
は
、中
生
代
か
ら
現

在
ま
で
の
間
に
、2
度
の
海
の
時
代
を
経
て

陸
に
な
っ
た
環
境
の
変
化
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、大
地
の
成
り
立
ち
が
分
か
る
地
層
が
あ

り
ま
す
。特
に
新
第
三
紀
の
数
百
万
年
の
間

に
わ
た
る
海
の
時
代
の
地
層（
右
図
：
荒
川
層

群
）は
、国
内
の
中
新
世
の
海
成
層
と
し
て
最

も
研
究
が
進
ん
で
お
り
、他
地
域
の
層
序
の

年
代
の
基
準
と
な
り
う
る
地
層
で
す
。

　

約
百
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
境
林 
礫 
層

れ
き

（
陸
成
層
）は
、河
川
が
運
ん
だ
礫
層
で
す
。そ

の
上
に
ロ
ー
ム
層
が
堆
積
す
る
と
と
も
に
、

大金クジラの化石発見当時の発掘の様子。

荒川層群荒川層群
中川層群中川層群

八溝層群八溝層群

河岸段丘堆積物
関東ローム層

境林礫層
れき

〔新生代〕第四紀の風化火山灰でできた粘土質土壌（風成層）関東ローム層

新しい河川堆積物（陸成層）河岸段丘堆積物

〔新生代〕
第四紀の河川堆積物（陸成層）境林礫層

〔新生代〕
新第三紀に海に堆積して固まった砂岩・泥岩・凝灰岩など（海
成層）

荒川層群

〔新生代〕
新第三紀に主に陸上の火山活動によってできた玄武岩や安
山岩などの火山岩や火山砕屑岩類（陸成層）

中川層群

〔中生代〕
ジュラ紀から白亜紀にかけて形成された砂岩・頁岩・チャー
トなどからなる付加体（海成層）

八溝層群

・茂木層
・山内層
・元古沢層
・市場層｛

・入江野層
・田野倉層
・大金層
・小塙層｛
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河
川
の
水
の
働
き
に
よ
っ
て
削
ら
れ
な
が
ら

現
在
の
地
形
が
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ

の
証
拠
と
し
て
、市
内
に
は
、川
の
蛇
行
地
形

や
滝
地
形
、河
岸
段
丘
な
ど
の
水
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
地
形
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
に
は
地
形
や
地
質
を
利
用
し

て
人
々
が
生
活
し
て
き
た
跡
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。古
墳
時
代
の
横
穴
墓
、江
戸
時
代
の

用
水
ト
ン
ネ
ル
、谷
津
田
、終
戦
直
前
に
戦
車

を
製
造
し
て
い
た
地
下
工
場
跡（
現
在
の
ど
う

く
つ
酒
蔵
）、亜
炭
や
マ
ン
ガ
ン
鉱
の
掘
削
跡
な

ど
多
種
多
様
な
人
の
営
み
が
見
え
て
き
ま
す
。

終戦直前に戦車を製造していた
地下工場跡（現・どうくつ酒蔵）。

①
向
田
地
域　
 
篭 かご 
山 やま

　

那
珂
川
右
岸
側
の
林
内
に
巨
大
な
礫
岩
が

林
立
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。こ
の
巨
石
群

を
回
れ
る
よ
う
に
、所
有
者
が
山
道
を
整
備

し
て
い
ま
す
。山
の
頂
上
は
霞
ヶ
岳
と
呼
ば

れ
、那
珂
川
と
荒
川
の
合
流
点
付
近
を
見
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
森
田
小
塙
地
域　

猿
久
保
田
ん
ぼ
公
園

　
こ
こ
で
は
、谷
津
や
谷
戸
と
呼
ば
れ
る
底
面

が
平
ら
で
奥
の
深
い
な
だ
ら
か
な
谷
の
地
形

が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
地
形
を
利
用
し
、

人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
た
め
池
、谷
津
田
、

用
水
路
、雑
木
林
、ス
ギ
・ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
な

ど
様
々
な
環
境
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
詰
ま
っ
た
里

山
的
景
観
が
見
ら
れ
ま
す
。様
々
な
環
境
が

あ
る
こ
と
で
、蛙
や
ほ
た
る
、赤
と
ん
ぼ
な
ど

が
生
息
す
る
生
態
系
が
で
き
て
い
ま
す
。

③
森
田
小
塙
地
域

　

小
塙
自
然
環
境
保
全
地
域

　

栃
木
県
指
定
小
塙
自
然
環
境
保
全
地
域
は
、

荒
川
層
群
小
塙
層
と
典
型
的
な
荒
川
の 
穿 せん 
入 にゅう

 
蛇  
行 
地
形
が
見
ら
れ
、と
ち
ぎ
県
版
レ
ッ
ド

だ 
こ
う

リ
ス
ト
で
特
筆
す
べ
き
地
形
・
地
質
に
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
で
は
、市
内
を　

エ
リ
ア
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
ポ
イ
ン
ト
と

14

な
る
個
々
の
場
所
を
設
定
し
ま
し
た
。ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
は
、そ
の
エ
リ
ア
の
こ
と
を「
ジ

オ
サ
イ
ト
」、そ
の
中
の
個
々
の
場
所
を「
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
」と
呼
び
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、代
表
的
な
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

エ
リ
ア
の
ジ
オ
サ
イ
ト
と

14代
表
的
な
ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

江川

八溝県民休養公園
（さくら）

大野ダリア園

オオムラサキ公園
花立峠
山つつじ

国見棚田
アロハ
カントリークラブ

太平寺

八雲神社

パラグライダー出発所

寿亀山神社
（蛇姫様句碑）

たき

せせらぎの里公園

那珂川

広域農
道八溝

グリーン
ライン

烏山城カントリークラブ

烏山城温泉

松原寺

安楽寺

芳朝寺

大金ゴルフ
倶楽部

JR烏山線

緑地運動公園緑地運動公園緑地運動公園

八溝大橋八溝大橋八溝大橋

運
（八
運
（八
運
（八
　動公園
　 溝そば街道そばまつり会場）
　動公園
　 溝そば街道そばまつり会場）

ほたるの里の古民家
おおぎす
ほたるの里の古民家
おおぎす
ほたるの里の古民家
おおぎす

長峰ビジターセンター長峰ビジターセンター長峰ビジターセンター

一ツ石観光やな一ツ石観光やな一ツ石観光やな

森田城やな森田城やな森田城やな

下野大橋下野大橋下野大橋

中央水辺公園中央水辺公園中央水辺公園

荒川ウォーキングトレイル荒川ウォーキングトレイル荒川ウォーキングトレイル

凮月カントリークラブ凮月カントリークラブ凮月カントリークラブ

那須烏山市烏山庁舎那須烏山市烏山庁舎那須烏山市烏山庁舎

ナスカラ市場ナスカラ市場ナスカラ市場

荒川

こうのやまこうのやまこうのやま

西山辰街道の大桜西山辰街道の大桜

おおがねおおがねおおがね那須烏山市
南那須庁舎
那須烏山市
南那須庁舎
那須烏山市
南那須庁舎

大金温泉大金温泉大金温泉

こばなこばなこばな

からすやまからすやまからすやま
どうくつ酒蔵どうくつ酒蔵どうくつ酒蔵

烏山公民館烏山公民館烏山公民館

清水川せせらぎ公園清水川せせらぎ公園清水川せせらぎ公園

烏山大橋烏山大橋烏山大橋

観光ヤナひのきや観光ヤナひのきや観光ヤナひのきや

烏山図書館烏山図書館烏山図書館

矢沢の
やな
矢沢の
やな
矢沢の
やな

興野大橋興野大橋興野大橋

境橋（近代化遺産）境橋（近代化遺産）境橋（近代化遺産）
宮原キャンプ場宮原キャンプ場宮原キャンプ場

宮原八幡宮宮原八幡宮宮原八幡宮
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④
曲
田
大
里
高
瀬
地
域

　

大
里
貝
化
石
密
集
層

　

荒
川
周
辺
に
は
貝
化
石
密
集
層
が
見
ら
れ

る
露
頭
が
所
々
に
あ
り
ま
す
。ジ
オ
パ
ー
ク

は
、資
源
の
保
護
と
活
用
を
図
る
取
り
組
み

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。大
事
に
保
護
し
な

が
ら
貝
化
石
が
普
通
に
見
ら
れ
る
環
境
を
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

⑤
曲
田
大
里
高
瀬
地
域　

横
ず
れ
断
層

　

大
里
の
万
行
地
区
に
は
逆
川
の
旧
河
道
と

思
わ
れ
る
田
ん
ぼ
と
削
り
残
さ
れ
た
小
さ
な

⑦
大
金
付
近　

荒
川
の
蛇
行

　

大
金
か
ら
小
塙
に
か
け
て
の
荒
川
は
、

人
の
手
に
よ
っ
て
流
路
を
変
え
ら
れ
る
こ

と
な
く
、地
形
に
応
じ
て
曲
が
り
く
ね
っ

て
お
り
、自
然
な
川
の
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
。こ
の
蛇
行
は
穿
入
蛇
行
と
呼
ば
れ
ま

す
。こ
の
蛇
行
を
利
用
し
て
、下
の
田
に
水

を
引
く
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
が
各
所
に
掘
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑧
十
二
口（
横
穴
墓
と
貝
化
石
密
集
層
）

　

貝
化
石
密
集
層
が
沢
に
沿
っ
て
2
0
0

ｍ
も
見
ら
れ
ま
す
。荒
川
沿
い
に
は
、古
墳

時
代
の
横
穴
墓
が
あ
り
、市
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。海
の
時
代
に
堆
積
し

た
岩
は
掘
り
や
す
か
っ
た
た
め
、県
内
の

横
穴
墓
は
、こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

⑨
藤
田
地
域　

ブ
ナ

　

約
1
万
年
前
以
降
の
気
候
変
動
に
よ
る

ブ
ナ
帯
域
の
変
遷
過
程
で
生
き
残
っ
て
き

た
ブ
ナ
が
荒
川
の
北
向
き
斜
面
に
生
育
し

て
い
ま
す
。普
通
、ブ
ナ
は
1
本
立
ち
を
し

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、薪
炭
林
と
し
て
伐

採
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
た
め
、株
立
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑩
藤
田
地
域

　

朝
風
の
旧
河
道
と
河
岸
段
丘

　

こ
の
場
所
は
、朝
風
の
集
落
を
取
り
囲

む
よ
う
に
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。水

田
は
荒
川
の
水
が
削
っ
た
旧
河
道
で
、そ

の
外
側
に
河
岸
段
丘
が
あ
り
ま
す
。河
岸

段
丘
に
は
滝
も
見
ら
れ
ま
す
。

高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。写
真
の
崖
の
中

央
に
は
、大
地
が
左
右
に
ず
れ
る
横
ず
れ

断
層
が
あ
り
ま
す
。ど
の
位
の
ず
れ
が
あ
る

の
か
は
未
調
査
で
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑥
大
金
付
近　

栄
出
の
滝

　

長
者
川
と
荒
川
の
合
流
点
に
栄
出
の
滝

が
あ
り
ま
す
。長
者
川
と
荒
川
で
は
水
量

の
違
い
に
よ
り
、川
床
の
岩
を
削
る
速
度

が
異
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、滝
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 大里貝化石密集大里貝化石密集層層  篭篭山山

 横ずれ断横ずれ断層層  猿久保田んぼ公猿久保田んぼ公園園

 栄出の栄出の滝滝  小塙自然環境保全地小塙自然環境保全地域域

 荒川の蛇荒川の蛇行行

 朝風の旧河道と河岸段丘  十二十二口口

 境林礫層と入江野層の不整境林礫層と入江野層の不整合合  ブブナナ
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 江川の貝化江川の貝化石石  龍門の龍門の滝滝

 耕便耕便門門  シモツケコウホシモツケコウホネネ

 滝田の大滝田の大滝滝  江川岩川の河床の微地江川岩川の河床の微地形形

⑪
三
箇
小
白
井
鴻
野
山
地
域

　

境
林
礫
層
と
入
江
野
層
の
不
整
合

　

海
成
層
の
荒
川
層
群
入
江
野
層
は
約
9
0

0
万
年
前
の
地
層
で
す
。そ
の
上
に
、約
1
0

0
万
年
前
に
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
堆
積
し

た
陸
成
層
の
境
林
礫
層
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。

入
江
野
層
と
境
林
礫
層
と
は
、数
百
万
年
の

間
が
あ
り
、そ
の
間
の
地
層
が
溜
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、不
整
合
と
呼
ば
れ
ま
す
。

⑫
龍
門
の
滝

　

龍
門
の
滝
は
、高
さ　

ｍ
、幅　

ｍ
に
わ

20

65

た
っ
て
流
れ
落
ち
る
滝
で
す
。那
珂
川
や
江

川
下
流
沿
い
に
は
中
生
層
と
中
川
層
群
の

地
層
の
境
が
露
出
す
る
場
所
が
あ
り
滝
が

で
き
て
い
ま
す
。成
因
は
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、川
の
水
が
流
れ
る
こ
と
で
、岩

の
硬
さ
の
違
い
か
ら
滝
が
で
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

⑬
熊
田
下
川
井
志
鳥
地
域　

　

シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ

　

シ
モ
ツ
ケ
コ
ウ
ホ
ネ
は
、栃
木
県
内
の

水
田
用
水
路
に
広
く
分
布
し
、人
の
営
み

に
適
応
し
て
生
き
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る

水
草
で
す
。現
在
は
、河
川
改
修
や
農
地
改

良
で
生
育
地
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、種

の
保
存
法
で
採
取
や
販
売
が
禁
じ
ら
れ
、

罰
則
も
定
め
て
保
護
す
る
ほ
ど
絶
滅
が
危

ぶ
ま
れ
る
植
物
で
す
。県
内
に
数
箇
所
生

育
す
る
内
の
1
箇
所
が
市
内
に
あ
り
ま
す
。

⑭
熊
田
下
川
井
志
鳥
地
域　

　

江
川
岩
川
の
河
床
の
微
地
形

　

江
川
や
岩
川
の
河
床
の
岩
盤
に
は
細
い

筋
が
見
ら
れ
ま
す
。ど
の
よ
う
な
作
用
で

こ
の
地
形
が
で
き
る
の
か
ま
だ
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。水
量
や
水
の
凍
結
な
ど

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑮
熊
田
下
川
井
志
鳥
地
域

　

江
川
の
貝
化
石

　

江
川
や
岩
川
沿
い
に
も
、貝
化
石
が
出

る
地
層
が
あ
り
ま
す
。こ
の
貝
は
ム
カ
シ

チ
サ
ラ
ガ
イ
と
い
い
、他
地
域
で
は
稀
で

す
が
、那
須
烏
山
地
域
で
は
多
産
し
ま
す
。

⑯
烏
山
市
街
地
東
部　

耕
便
門

　

初
音
の
崖
下
に
耕
便
門
の
碑
が
あ
り
、

市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

碑
の
そ
ば
に
は
新
田
開
発
の
た
め
に
文
政

年
間
の
1
年
3
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
掘

ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
、約　

ヘ
ク
タ
ー

40

ル
の
水
田
が
開
か
れ
ま
し
た
。

⑰
滝
田
地
域　

滝
田
の
大
滝

　

こ
の
場
所
は
、龍
門
の
滝
と
同
じ
地
質

が
見
ら
れ
、高
さ
・
幅
と
も
8
ｍ
ほ
ど
の
大

き
な
滝
が
で
き
て
い
ま
す
。西
側
に
は
、海

成
層
の
荒
川
層
群
小
塙
層
が
分
布
し
て
お

り
、柔
ら
か
な
岩
の
た
め
、な
だ
ら
か
な
谷

が
見
ら
れ
ま
す
。

⑱
中
山
大
桶
地
域　

小
塙
層
・
中
川
層
群

　

大
桶
運
動
公
園
南
側
の
崖
に
は
、古
い

時
代
か
ら
中
川
層
群
、荒
川
層
群
小
塙
層
、

新
し
い
砂
礫
層
の
時
代
の
違
う
3
つ
の
地

層
が
見
ら
れ
ま
す
。陸
、海
、陸
へ
と
変
化

し
た
環
境
を
示
す
場
所
で
す
。

⑲
那
珂
川
東
部
地
域　

横
枕
の
里
山
里
川

　

横
枕
の
小
木
須
川
、大
木
須
の
木
須
川

沿
い
に
は
、荒
川
江
川
沿
い
と
は
異
な
っ

た
里
山
里
川
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
川
沿
い
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息

し
て
お
り
、良
好
な
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。

 興野の小扇状興野の小扇状地地  小塙層・中川層小塙層・中川層群群

 横枕の里山里横枕の里山里川川2 落石の中生代の地落石の中生代の地層層
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平
成　

年
5
月
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

27

に
向
け
て
市
で
は「
那
須
烏
山
市
ジ
オ
パ
ー

ク
基
本
構
想
等
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、

基
本
構
想
を
策
定
。平
成　

年
5
月
に
は
、実

28

際
の
運
営
団
体
と
し
て「
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、市
内
の
地
域
お
こ
し
団

体
や
有
識
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
も
の
で
、

平
成　

年
度
に
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
申

29

請
を
目
指
し
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

主
に
、基
本
と
な
る
ジ
オ
パ
ー
ク
や
ジ
オ

サ
イ
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
、ジ
オ
サ
イ
ト

の
看
板
設
置
や
歩
道
の
整
備
、現
地
観
察
会
、

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座
、参
画
団
体

に
よ
る
各
種
事
業
な
ど
を
開
催
し
、構
想
の

新
た
に
推
進
協
議
会
を
設
立

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

⑳
那
珂
川
東
部
地
域　

興
野
の
小
扇
状
地

　

那
珂
川
に
注
ぐ
小
河
川
は
土
砂
を
下
流
に

運
び
小
さ
な
扇
状
地
を
作
っ
て
い
ま
す
。水

は
け
の
良
い
扇
状
地
で
は
ソ
バ
の
栽
培
が
盛

ん
で
、お
い
し
い
ソ
バ
が
収
穫
で
き
ま
す
。

蔚
那
珂
川
東
部
地
域

　

落
石
の
中
生
代
の
地
層

　

落
石
周
辺
の
那
珂
川
左
岸
に
は
、中
生
代

の
地
層
が
露
出
し
て
い
ま
す
。地
球
の
表
面

に
は
十
数
枚
の
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
岩
盤

が
あ
り
ま
す
。こ
の
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト

が
ぶ
つ
か
り
、一
方
が
下
方
に
沈
み
込
む
所

で
表
面
の
岩
盤
が
削
り
取
ら
れ
て
残
っ
た
も

の
を
付
加
体
と
い
い
ま
す
。落
石
周
辺
の
地

層
は
、こ
の 
付  
加  
体 
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ 

か 
た
い

那須烏山ジオパーク構想推進
協議会の設立総会（5月24日）。

具
体
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
後
、ジ
オ
パ
ー
ク
事
業
に
対
す
る
市

民
の
理
解
と
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
住

民
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
の
4
つ
の

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

①
教
育
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
特

徴
を
学
び
、郷
土
の
良
さ
を
知
る
こ
と
で
、郷

土
愛
が
育
ま
れ
、郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、地
域

の
大
切
な
資
源
を
残
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通
し
て
今
ま
で
の

水
害
や
東
日
本
大
震
災
で
受
け
た
被
害
を
学

び
、地
域
の
地
形
や
地
質
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、水
害
、震
災
時
の
対
応
な
ど
大
災
害
の
教

訓
を
生
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る

ジ
オ
パ
ー
ク
に
向
け
て

③
教
育
・
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、交
流

人
口
が
増
え
る
こ
と
で
、地
域
資
源
の
更
な

る
情
報
の
集
積
が
進
み
、地
域
の
活
性
化
に

も
繋
げ
ま
す
。

④
郷
土
に
根
差
し
た
産
業
を
ジ
オ
パ
ー
ク
事

業
で
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、既
存
の
産
業
の

振
興
や
新
た
な
産
業
の
創
出
な
ど
、地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
、そ
の
結
果
、人
々
が
日
々

の
営
み
を
続
け
ら
れ
る
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
に
繋
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、実
現
す
る
に
は
、地
域
住
民
の
理

解
や
協
力
が
必
要
で
す
。今
後
、ジ
オ
サ
イ
ト

の
保
護
の
た
め
の
条
例
制
定
や
ガ
イ
ド
の
担

い
手
育
成
を
行
っ
た
り
、地
域
振
興
と
交
流

人
口
の
拡
大
の
た
め
の
ジ
オ
サ
イ
ト
ツ
ア
ー

を
行
う
な
ど
、地
域
振
興
と
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
、地
域
に
愛
さ
れ
る
那
須
烏
山
ジ

オ
パ
ー
ク
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 教育・研究の場として（烏山小見学会）。

那須烏山ジオパーク構想教室
今後のイベント情報！
◇第　回　　月11日（木）5 8
「栃木県内に見られるコウホネ類について」
◇第　回　　月10日（土）6 9
「ジオパークの先例に学ぶ：天草ジオパーク」
◇第　回　12月10日（土）7
「化石のでき方など化石の話」
※場所はすべて、烏山公民館。時間は、午前10時～正午
まで。
※参加申込など詳しくは、今後発行する「お知らせ版」
もしくは「市ホームページ」をご覧ください。
■問合　文化振興課緯88－6224
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第 3回 市 議 会

　

平
成　

年
第
3
回
市
議
会
6
月
定
例
会
が
6
月
7
日
昇
か
ら　

日
昭
ま
で
の　

日
間
で
開

28

16

10

か
れ
、新
議
長
に
渡
辺
健
寿
氏
、副
議
長
に
久
保
居
光
一
郎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議

会
常
任
委
員
会
な
ど
議
会
人
事
の
選
任
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、平
成　

年
度
補
正
予
算
や
条
例

28

の
一
部
改
正
な
ど　

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、2
件
を
報
告
し
ま
し
た
。

10

　

な
お
、詳
し
く
は
、議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7－

　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

88

さ
い
。

　

総
務
企
画
・
文
教
福
祉
・
経
済
建
設
の
各
常
任

委
員
会
、議
会
広
報
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、

そ
し
て
、今
回
新
設
さ
れ
た
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
の
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
ほ
か
、南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。各
委
員
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
◎
は
委
員
長
。○
は
副
委
員

長
。な
お
、敬
称
は
省
略
）

■
常
任
委
員
会

【
総
務
企
画
】◎
沼
田
邦
彦
、○
滝
口
貴
史
、相
馬

正
典
、川
俣
純
子
、佐
藤
昇
市
、中
山
五
男

【
文
教
福
祉
】◎
田
島
信
二
、○
小
堀
道
和
、望
月

千
登
勢
、渋
井
由
放
、渡
辺
健
寿
、樋
山
隆
四
郎

【
経
済
建
設
】◎
平
塚
英
教
、○
矢
板
清
枝
、久
保

居
光
一
郎
、髙
徳
正
治
、髙
田
悦
男
、小
森
幸
雄

■
議
会
広
報
委
員
会

◎
相
馬
正
典
、○
望
月
千
登
勢
、小
堀
道
和
、滝

口
貴
史
、矢
板
清
枝
、渋
井
由
放
、久
保
居
光
一

郎
、平
塚
英
教

各
委
員
会
の
委
員
を
選
任

平
成

年
度
補
正
予
算
・
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

議
案
を
審
議

28

10

新
議
長
に
渡
辺
氏・
副
議
長
に
は
久
保
居
氏
を
選
出

任
期
満
了
に
伴
う

監
査
委
員
の
選
任

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
髙
田
悦
男
、○
中
山
五
男
、相
馬
正
典
、小
堀

道
和
、田
島
信
二
、沼
田
邦
彦
、平
塚
英
教

■
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

◎
中
山
五
男
、○
髙
徳
正
治
、他
議
員　

人
16

■
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

渋
井
由
放（
新
）、渡
辺
健
寿（
新
）、佐
藤
昇
市

（
継
続
）、沼
田
邦
彦（
新
）、中
山
五
男（
継
続
）、

小
森
幸
雄（
継
続
）

　

な
お
、　

烏
山
線
利
用
促
進
対
策
特
別
委
員

JR

会
及
び
、行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
委

員
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
、
任
期
満
了
と
な

る
岡
敏
夫
氏
を
引
続
き
委
員
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
議
員

か
ら
は
、
渋
井
由
放
氏
の
退
任
に
伴
い
新
た
に

川
俣
純
子
氏
を
委
員
と
し
て
選
任
し
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
武
道
館
建
設
工
事（
建
築
工
事
）請
負
契
約

を
2
億
8
9
4
4
万
円
で
、荒
川
・
荒
井
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
と
締
結
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

議
決
事
項

・
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
に
お
い
て
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置

に
つ
い
て
、「
わ
が
ま
ち
特
例
」を
導
入
し
た
上
、

条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
5
6

1
0
万
9
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
1
1
5
億
4
0
1
0
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
費
と
し

て
寄
附
金
を
積
み
立
て
す
る
た
め
1
0
5
8
万

8
千
円
、
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
す
る
低
所
得

者
へ
の
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て
臨
時
福
祉

給
付
金
事
業
費
2
4
4
9
万
円
と
、
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る
た
め
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
費
7
7
3

万
7
千
円
、
歴
史
民
俗
資
料
館
施
設
整
備
費
と

し
て
旧
七
合
中
学
校
の
収
蔵
資
料
を
整
理
す
る

た
め
の
1
6
8
万
6
千
円
で
す
。

平
成　

年
度
予
算
を
補
正

28

武道館の建設準備が進められる
市役所南那須庁舎隣公園跡。
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適
用
期
限
を
2
年
延
長
す
る
た
め
、「
市
税
条

例
」の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、低
所
得
者
の

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
を
拡
大

す
る
た
め
、「
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

・
建
築
基
準
法
施
行
令
及
び
地
方
自
治
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、保
育
所
な

ど
の
特
別
避
難
階
段
の
構
造
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら「
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」を
一
部

改
正
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

27

算
書
を
調
製
し
、国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
対
象
事
業　

事
業
2
億
7
9
5
万
1
千
円
、

10

行
政
情
報
化
推
進
費
1
6
0
9
万
1
千
円
、年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
費
1

億
2
5
4
1
万
9
千
円
、道
路
整
備
費
2
7
4

5
万
8
千
円
、河
川
総
務
費
1
2
1
1
万
9
千

円
、中
心
市
街
地
整
備
事
業
費
4
8
8
5
万
9

千
円
、烏
山
公
民
館
施
設
整
備
費
8
2
0
万
円
、

武
道
館
施
設
整
備
費
7
1
9
0
万
円
を
繰
り
越

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
関
す
る

専
決
処
分
1
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
市
議
会
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
た「
南
那
須
・

大
金
台
林
間
住
宅
地
内
の
街
路
樹
管
理
に
つ
い

て
の
請
願
書
」と「
市
道
曲
畑
森
田
線
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
の
請
願
書
」を
採
択
し
、請
願
者
へ

通
知
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「『
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に
定
め
る

こ
と
』を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書
」が

採
択
さ
れ
、関
係
行
官
政
庁
あ
て
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
他

化
交
付
金
の
額
の
決
定
に
伴
う
減
額
、財
政
調

整
基
金
繰
入
金
の
減
額
な
ど
で
す
。歳
出
は
、医

療
給
付
金
の
伸
び
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
2
5
0
0
万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

次
に
、国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、歳

入
・
歳
出
を
2
5
0
0
万
円
増
額
し
、補
正
後
の

予
算
総
額
を　

億
7
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。

41

　

主
な
内
容
と
し
て
、歳
出
は
、一
般
被
保
険
者

の
医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
保
険
者
療
養
給
付
費

2
5
0
0
万
円
、葬
祭
費　

万
円
の
増
額
、出
産

30

育
児
一
時
金　

万
円
の
減
額
で
す
。歳
入
は
、一

30

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
2
5
0
0
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
の
非
課
税
対
象
と
な
る
独
立
行
政

法
人
の
名
称
変
更
に
よ
る
も
の
や
、新
築
住
宅

等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
に
お

い
て
、熱
損
失
防
止
改
修
工
事
に
関
す
る
補
助

金
等
の
書
類
を
追
加
す
る
も
の
及
び
市
た
ば
こ

税
に
関
す
る
経
過
措
置
を
改
正
す
る
た
め
、「
市

税
条
例
」を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
予
算
を
補
正

27

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
を
2
5
7
6
万
3

千
円
増
額
し
、補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
2
6

億
7
1
7
8
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、歳
入
は
、地
方
創
生
加
速

専
決
処
分
を
承
認

子どもから大人まで健康で元気
いっぱいに住ごせるまちづくりのために。

　　月定例会において市議会議6
長に就任いたしました。たいへ
ん光栄であると共に、その責任
の重さを痛感しております。

議長就任あいさつ

　議会と執行部は車の両輪。少子高齢化に伴う福祉対策や、厳し
い財政状況など課題山積のなかで地方創生を推進することにな
ります。市の将来を見据え、執行部と大いに議論し、施策が滞る
ことなく進むよう、緊張感あるなかでも公平、中立を旨として円
滑な議会運営に努めます。
　また、今議会で議会改革調査特別委員会が発足し、開かれた議
会を目指してまいります。
　本年11月には国指定重要無形民俗文化財の「烏山の山あげ行
事」がユネスコ無形文化遺産に登録される見通しです。この機会
を活かし、地方創生、まちづくりの核となるよう念じております。
　市民の皆様のご理解ご協力をお願いしご挨拶と致します。

第　代議長8

渡辺健寿議員
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市
、那
須
烏
山
商
工
会
、那
須
南
農
業
協
同

組
合
、那
須
南
森
林
組
合
等　

団
体
に
よ
る

12

那
須
烏
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会（
大
谷
範

雄
代
表
）が
提
案
し
た「
実
践
型
地
域
雇
用
創

造
事
業
」構
想
が
、厚
生
労
働
省
か
ら
採
択
さ

れ
、今
年
度
か
ら
3
年
間
、再
び
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

6
月　

日
晶
に
は
、厚
生
労
働
省
栃
木
労

17

働
局
の
佐
野
将
司
職
業
安
定
部
長
が
市
役
所

を
訪
れ
、大
谷
範
雄
市
長
に
採
択
通
知
を
手

渡
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、雇
用
機
会
が
不

足
し
て
い
る
地
域
の
支
援
策
と
し
て
、国
が
効

果
の
高
い
構
想
を
提
案
し
た
協
議
会
に
事
業

を
委
託
す
る
も
の
。本
市
は
平
成　

年
度
に

25

同
事
業
の
採
択
を
受
け
、同
年
7
月
か
ら　
28

年
3
月
の
委
託
期
間
で
目
標
者
数
1
2
3
人

の
と
こ
ろ
1
3
6
人
の
雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
7
月
か
ら
改
め
て
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
、新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
事
業
名
は
、「供
な
す
か
ら
僑の
魅

力
、再
発
見
！
未
来
へ
つ
な
ぐ
雇
用
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。「
農
林
業
分
野
」や「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
開
発
分
野（
食
と
観
光
）」を
重
点
項
目

に
掲
げ
て
い
ま
す
。農
産
物
の
生
産
だ
け
で

な
く
加
工
や
流
通
ま
で
を
手
が
け
る
6
次
産

業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。そ
し
て
、

地
域
資
源
を
活
用
し
、新
商
品
や
観
光
コ
ー

ス
の
開
発
な
ど
を
行
い
、雇
用
機
会
の
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。3
年
間
の
総
事
業
費
は
約

1
億
1
千
万
円
、1
1
7
人
の
新
た
な
雇
用

創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

事
業
の
内
容
は
、次
の
4
つ
で
す
。

①
雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー（
事
業
主
向
け
）

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
活
用
に
よ
る
販
路
拡
大

に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

・
農
産
物
加
工
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
等

を
創
業
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
セ
ミ

ナ
ー　

な
ど

②
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー（
求
職
者
向
け
）

・
農
林
産
品
の
高
付
加
価
値
化
に
係
る
加
工
技
術

や
販
路
拡
大
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

・
事
業
主
が
求
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
向
上
さ

せ
、即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　

な
ど

③
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー

・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
提
供
及
び
合
同
就
職

面
接
会

④
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ
ー

・
梨
、栗
等
の
農
産
物
を
活
用
し
た「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
開
発（
新
商
品
・
メ
ニ
ュ
ー
開
発
）」

・
那
珂
川
等
の
自
然
や
近
代
化
遺
産
を
活
用
し
た

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発（
観
光
コ
ー
ス
開
発
）」

■
商
工
観
光
課　

察
0
2
8
7−

　

−

1
1
1
5

83

佐野職業安定部長（右）から採択
通知を受け取る大谷市長（左）。

地
域
住
民
の
雇
用
を
創
出
し
ま
す
！

「
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
」再
び

　

恒
例
と
な
っ
た
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
）が
、6

月
5
日
掌

に
開
か
れ
、市
民　

人
78

が
山
形
県
高
畠
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、絶
好
の
ハ

イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
当
日
は
、

　

高
畠
駅
か
ら「
ま
ほ
ろ
ば
の
緑

JR道
」を
通
り
旧
高
畠
駅
へ
と
約
1

時
間　

分
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

40

途
中
に
は
、サ
ク
ラ
や
藤
棚
の
木

陰
が
あ
り
、心
地
よ
い
風
を
感
じ

な
が
ら
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、旧
高
畠
駅
で
は
、特
産
の

高
畠
石
を
用
い
て
昭
和
9
年
に
建

て
ら
れ
た
駅
舎
の
ほ
か
、廃
線
時

に
走
っ
て
い
た
車
両
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
お
り
、カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
参
加
者
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

山
形
県
高
畠
町
で

市
民

人
が
ハ
イ
キ
ン
グ

78

旧
高
畠
駅
を
見
学
す
る
参
加
者
。

　

昨
年
、人
口
減
少
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
、

攻
め
の
部
隊
と
し
て
設
置
し
た「
営
業
戦
略
推
進

部
隊
」の
活
動
が
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
部

隊
は
、大
谷
範
雄
市
長
を
隊
長
と
し
、　

代
か
ら　

20

30

代
ま
で
の
若
手
職
員
に
よ
る
隊
員　

人
の
ほ
か
、マ

16

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
4
つ
の
課
の
課
長
、事
務
局
な

た
も
の
。両
駅
の
名
称

が
縁
起
が
良
い
こ
と
か

ら
、　

烏
山
線
の
知
名

JR
度
や
利
用
者
向
上
な
ど

今
年
も
若
手
職
員
に
よ
る

営
業
戦
略
推
進
部
隊 
活
動
し
ま
す
！

向
上
に
向
け
て
、　

宇
都
宮
駅
や　

大
宮
駅
で
の
Ｐ

JR

JR

Ｒ
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。ま
た
、Ｐ
Ｒ
の
際
に
、

同
部
隊
の
昨
年
度
の
活
動
で　

東
日
本
の
協
力
を

JR

得
て
制
作
し
た「
烏
山
線
金
運
き
っ
ぷ
」を
イ
ベ
ン
ト

の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
切
符
は
、大
金
駅
・
宝
積
寺
駅
間
で
制
作
し

ど
の
計　

人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

28

　

今
年
は
、観
光
交
流
や
移
住
定
住
で
は
な
く
、地

域
と
の
関
係
を
つ
く
る
、い
わ
ゆ
る
関
係
人
口
づ
く

り
を
目
標
と
し
、「
那
須
烏
山
市
の
フ
ァ
ン
を
一
人

で
も
多
く
作
る
」を
テ
ー
マ
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

7
月　

日
昇
、　

日
晶
に
は
、山
あ
げ
祭
の
誘
客

12

15

を
目
的
に
限
定
で
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。7

月
1
日
晶

に
は
、大
金
駅
脇
の「
大
金
神
社
」で
祈

祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、市
の
魅
力
情
報
発

信
、定
住
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
様
々
な
場
へ
出

向
き
、本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
予
定
で
す
。
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リラックスした雰囲気で行われたコーラスの教室リラックスした雰囲気で行われたコーラスの教室。。

　

市
で
は
、現
在　

ヶ
所
で「
い
き
い

38

き
サ
ロ
ン
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、主
に　

歳
以
上

65

の
人
を
対
象
に
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、介
護
や
閉
じ
こ

も
り
の
予
防
を
図
る
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

6
月　

日
捷

に
は
、南
那
須
公
民

20

館
で
南
那
須
地
区
、　

日
昭
に
は
、烏

23

山
体
育
館
で
烏
山
地
区
の
交
流
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、2
9
5
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、オ
リ
ジ

い
き
い
き
サ
ロ
ン
交
流
会　

人
が
元
気
に
楽
し
く
介
護
予
防

295

健
康
長
寿
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る

脳
元
気
教
室
で
認
知
症
を
予
防

　

6
月
9
日
昭
、今
年
度
2
回
目
の

「
脳
元
気
教
室
」が
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、　

人
の
地
域
住
民

30

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
、地
方
創
生
事
業
の

一
環
で
養
成
さ
れ
た
健
康
長
寿
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

認
知
症
の
啓
発
や
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
教
室

で
す
。

　

こ
の
日
は
、那
珂
川
町
在
住
の
シ

ン
ガ
ー
岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、「
誰
に
で
も
で
き
る
コ
ー
ラ

ス
」を
テ
ー
マ
と
し
た
教
室
を
開
催
。

参
加
者
は
、岡
倉
さ
ん
に
声
の
出
し

方
や
姿
勢
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
歌
を

歌
っ
て
い
ま
し
た
。1
時
間
半
の
教

室
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
、

自
宅
で
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
う
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
気
持
ち
が
良

か
っ
た
」と
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、同
教
室
は
、　

月
ま
で
月
1

12

回
開
か
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ル
の
準
備
体
操
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、合
唱
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

−28年度『第 四半期』 月～ 月−1 4 6那須烏山市教育委員会会報
第　回教育委員会（　月22日晶）5 4

○区域外就学の許可を承認
○平成28年度那須烏山市奨学生の決定を承認
○平成28年度那須烏山市立小中学校主任等を承認
○平成28年度那須烏山市立小中学校評議員の委嘱を承認
○平成28年度市非常勤講師等の配置を承認
○那須烏山市社会教育指導員の任命を承認
○那須烏山市武道館建設工事を承認
○那須烏山市文化財保護審議会委員の任命を承認
第　回教育委員会（　月20日晶）6 5

○就学指定校の変更を承認
○要保護及び準要保護児童生徒の認定を承認
○平成28年度那須烏山市立つくし幼稚園評議員の委嘱を
承認
○那須烏山市立南那須中学校体育館改修工事を承認

○平成28年度那須烏山市教育費予算の補正を決定
第　回教育委員会（　月24日晶）7 6

○就学指定校の変更を承認
◇

▼その他の出席
・　月　日晶　中学校入学式4 8
・　月11日捷　小学校入学式4
・　月12日昇　つくし幼稚園入園式4
・　月14日松　七合小春季運動会5
・　月28日松　南那須中・烏山中体育祭5
・　月　日松　6 4
　江川小・境小・烏山小・南那須特別支援学校春季運動会
・　月16日昭～18日松6
　スーパーティーチャー育成事業視察研修（福井県福井市）
■学校教育課　察0287－88－6222

上
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
参
加
者（
南
那
須
地
区
）

下
：
体
を
使
っ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会（
烏
山
地
区
）。


